




ボラボラ島
ボラボラ島はかつてポラポラ島(PORAPORA)と呼ばれていました。あまりの美しさに人々が拍手喝采をする音が ポ
ラポラと聞こえることからその名がついたといわれています。1769年ジェームスクックキャプテンがボラボラ島に 
上陸した際にそのＰとＢの発音を聞き間違えてボラボラ島と呼ばれるようになったと伝えられています。

ブラックロック
ボラボラ島は約 300万年前活火山であり、長い年月をかけて中央の島は沈んでいき、島を囲む珊瑚は成長し 洋
の真珠 と称される美しいラグーンに囲まれた島が生まれました。コンラッドボラボラヌイの西にそびえる火山岩の
山々、ブラックロック はその貴重な痕跡で今も直に触れることができます。ブラックロックは神々に敬意を表して
建てられた神聖な建築物の名残といわれており、そこには今も古代ポリネシア人のマナの魂が宿るスピリチャルポイ
ントとして守られています。

ヒロの伝説
タヒチには誰もが知る戦いの神、英雄ヒロにまつわる数々の伝説が
あります。13世紀ボラボラ島の酋長の息子として生まれその功績は
歌として伝承されました。巨漢の持ち主であり黒い羽根のケープと
赤い羽根の帯を身にまとい、その姿は今ではタヒチアンダンスの衣
装にも見ることができます。優れた航海術を持つ旅人でもあり大海
原をカヌーで渡りハワイ島にヒロの名を残しました。そのヒロの住
まいはコンラッドボラボラヌイにありました。

ヒナの神話
ヒナは美と生命の女神です。ランギロア島の巨大ウツボの幽閉から逃れ
て住み着いた安住の地がまさにコンラッドボラボラヌイのブラック
ロックの場所です。その後、月に移り住んだヒナが神々の衣装を作るた
めに使った菩提樹の枝を誤って落とし、それが空を渡りコンラッドボラ
ボラヌイの地に舞い降りました。それが木根となり地球上初の菩提樹が
コンラッドボラボラヌイに生まれたと言われています。

タブーの島モツタプ
「モツ･タプ」は、かつてタヒチ最後の女王ポマレ4世の別荘があった小島です。その島の美しさ故、女王から招待を受
けたものだけが上陸を許されたタブーの島が語源です。1931年にF・W・ムルナウが「タブー、南の海の物語」という
映画を「モツ･タプ」で撮影しましたが、禁制を守らなかったため何度かトラブルが起きたと言われています。今はコン
ラッドボラボラヌイ所有のプライベートアインランドとしてゲストをお迎えしています。

タヒチアンダンス
タヒチアンダンスには大きく2種類あります。トエレと呼ばれる筒状の打楽器に併せた激しい踊り とウクレ
レや歌に併せた緩やかな踊り アパリマ です。タヒチ語でアパとは口づけをリマとは手のひらを意味します。手の動
きで愛や物語を表現しています。

Mauruuru roa!
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